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世田谷区版気候市民会議

家庭部門の脱炭素
脱炭素を身近な話に読み替えて、４つのミッションに取り組もう！



４つのテーマ

テーマ① 住宅への太陽光発電設備の設置促進

テーマ② 再エネ電気への切替え促進

テーマ③ 住宅の省エネ改修促進

テーマ④ 区民の省エネ行動変容の働きかけ

うーん
まあ大事は大事
なんだろうけど

うちの家計に
なんか

役にたつのかしら？

私の生活に
なんかプラスに
なるのかな？

そもそも
脱炭素に取り組むのって

意味あるの？



冬の寒さがヤバイ 夏の暑さがヤバイ 電気代がヤバイ

地球がヤバイ日本がヤバイ地域がヤバイ



熱と空気の勝手な出入りを防ぐ

断熱・気密
少しの電気で室内を健康・快適

高効率設備
自然エネでタダの電気

太陽光発電

オイルショックから５０年 確実に効果が実証されている技術は３つだけ

2010年以降
新機種登場や効率向上が打ち止め

断熱の適合義務化を怠ったツケで
等級４の住宅ストックは１３％

FIT開始直後はバブルになるも
現在は大停滞 アンチが跋扈

いずれも今の日本では絶賛停滞中・・・



アメリカを再び偉大に！
国内で石油と天然ガスを掘りまくって

ガソリンを安くしてインフレを抑えるのだ！
これからは脱・脱炭素！

パリ協定は就任１日目に脱退してやったぜ！

うおー
何かよくわかんないけど

スゲーぞー！！



日本の伝統を
守るのじゃ！
断熱気密とか

太陽光は
必要ないのじゃ！

寒さ・暑さに
耐えるのじゃ！

これからいつまでも
高くなり続ける

電気代をはらうのじゃ！
もっと苦しむのじゃ！



省エネバリア(Sorrellによる定義)

情報不足 動機の分断 限定合理性

資金調達力 隠れた費用 リスク



自分自身がやる気になるように
テーマを転換してみましょう



エコハウスのウソ２ P5



結果として
日本の
省エネ

結果として
世界の

CO2削減

いつまでも電気代の心配ない
健康・快適な暮らしを

全ての人に！

ＺＥＨが増えれば
日本が豊かに

ＣＯ２が減れば
地球のため

家をしっかり作れば
快適性とゼロエネの両立が可能！

化石燃料の消費低減
↓

海外への依存低減
外貨流出の抑制

温暖化抑制のため絶対必要

排出権取引に頼らなければ
外国にお金を払う必要なし

建物の性能・高効率設備・太陽光発電を
確実に確保して

健康・快適な温熱空気環境を
なるべく電気を買わずに実現する！

今なら全然難しくない！



４つのテーマの読み替え方（人それぞれ違っていてOKです！）

テーマ① 住宅への太陽光発電設備の設置促進
→１度載せてしまえば昼間はタダの電気が使い放題！
→夏に気兼ねなく冷房をガンガン効かせられる！
→停電の時も電気が使える安心感！

テーマ② 再エネ電気への切替え促進
→自分の家の屋根に太陽光がなくても自然の電気が使える満足感！
→賢く電気を使えば電気代が安くなるのが楽しい！

テーマ③ 住宅の省エネ改修促進
→断熱・気密工事は１度やれば冬暖かく夏涼しく年中快適に！
→省エネ設備（特に給湯機）に更新して電気ガス代の心配を減らしたい！

テーマ④ 区民の省エネ行動変容の働きかけ
→ムダのある生活がなんかイヤ ミニマムに暮らしたい！
→効果のある省エネ行動で電気・ガスをガッツリ減らしたい！



冬の寒さがヤバイ 夏の暑さがヤバイ 電気代がヤバイ

地球がヤバイ日本がヤバイ地域がヤバイ



低断熱・低気密×ストーブ採暖 ＝ 「不快と不健康のデパート」

断熱不足
↓

熱負荷増大
高温空気が必要に
暖房費も高額に

気密不足
↓

冷気が下から流入
暖気が上から流出

床下の冷気が侵入するので
床表面や足元が冷たい

特に窓の
断熱・気密が
不足している

在室時のみ暖房
↓

放射温度が低いまま
高温空気が必要に

ストーブ採暖
↓

空気を汚し
水蒸気が結露

ダニカビの原因に







低断熱・低気密×在室時のみエアコン暖房 ＝ 「不快のデパート」

断熱不足
↓

熱負荷増大
高温空気が必要に
暖房費も高額に

気密不足
↓

冷気が下から流入
暖気が上から流出

床下の冷気が侵入するので
床表面や足元が冷たい

特に窓の
断熱・気密が
不足している

在室時のみ暖房
↓

放射温度が低いまま
高温空気が必要に

エアコン暖房
↓

高温の暖気が
顔に当たり乾燥感

















はて そんなに冬寒いかのう？
わしの地域は冬でも天気がいいから
日中の縁側とかポカポカ暖かいぞ！



冬に天気がいい「暖かいと誤解しやすい地域」こそ要注意！



https://www3.nhk.or.jp/news/special/saigai/basic-knowledge/basic-knowledge_20231202_01.html
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1920 1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020 2021 2022 2023 2024

札幌 32.5 32.1 32.6 33.0 32.8 33.4 32.9 32.4 32.0 33.7 34.3 35.1 32.9 36.3 34.7

盛岡 33.3 33.0 34.0 33.8 33.8 34.0 34.2 33.7 34.2 35.1 34.9 36.2 34.8 36.4 35.2

仙台 31.6 33.8 33.7 34.5 34.4 34.4 33.3 34.3 34.6 35.4 35.5 34.5 36.5 36.8 36.2

前橋 35.4 35.2 35.8 35.3 36.2 35.9 35.9 38.1 37.9 38.2 39.8 36.6 39.5 39.0 39.2

東京 34.8 34.6 35.3 35.6 35.9 35.1 34.9 36.2 36.5 37.1 37.3 36.8 37.0 37.7 37.3

名古屋 36.1 36.9 37.0 37.1 36.9 36.0 36.0 36.7 37.5 37.8 38.2 37.8 38.4 38.9 39.3

大阪 35.2 35.9 36.1 36.1 36.5 36.1 36.2 36.7 37.1 37.5 38.6 38.9 38.4 38.6 38.3

広島 36.2 34.5 34.2 34.1 34.7 34.2 34.0 35.9 36.6 36.7 37.1 38.0 37.1 37.4 38.7

福岡 35.2 35.9 36.1 36.1 36.5 36.1 36.2 36.7 37.1 37.5 38.6 38.9 38.4 38.6 38.3

那覇 36.2 34.5 34.2 34.1 34.7 34.2 34.0 35.9 36.6 36.7 37.1 38.0 37.1 37.4 38.7
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2～3℃上昇



1920 1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020 2021 2022 2023 2024

札幌 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3 0

盛岡 1 0 1 0 0 1 0 1 1 2 0 7 0 5 1

仙台 1 1 0 1 0 0 0 1 1 2 2 0 5 7 3

前橋 1 2 2 1 2 5 4 11 10 19 17 15 18 36 36

東京 1 1 2 1 2 2 1 4 4 8 12 2 16 22 20

名古屋 5 8 11 7 8 5 5 11 15 18 24 8 16 32 47

大阪 2 4 7 4 6 6 6 10 15 18 22 15 14 27 41

広島 3 2 0 0 1 0 0 7 6 11 15 7 8 16 45

福岡 2 1 1 3 3 2 3 6 5 14 12 9 20 17 39

那覇 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8
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日最高気温が35℃以上の「猛暑日」の日数

100年前に
猛暑日は

あまりなかった

1990年以降に
増加傾向

2020年代になって
全国で急増！



1920 1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020 2021 2022 2023 2024

札幌 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 7 2

盛岡 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 11 1

仙台 0 0 0 0 0 0 1 2 1 5 10 5 4 36 25

前橋 0 0 1 1 1 1 1 7 5 15 19 15 20 42 41

東京 3 7 8 12 15 17 21 29 28 35 27 19 27 57 47

名古屋 1 1 1 2 6 6 10 19 24 33 36 27 35 49 56

大阪 13 12 10 16 29 27 27 38 44 44 47 37 51 61 72

広島 5 7 4 7 11 8 11 29 31 39 39 22 52 59 67

福岡 5 7 6 14 21 21 23 34 38 45 43 41 63 65 73

那覇 50 56 46 76 83 76 91 103 103 114 108 129 113 123 119
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日最低気温が25℃以上の「熱帯夜」の日数

100年前は
那覇以外では
熱帯夜は

ほとんどなかった
1990年以降に
増加傾向

2020年以降は
激増！



東京は100年前の1920年代と比べて
今年2024年にどれだけ暑かったのか？

年最高気温
34.8℃→37.3℃

猛暑日
1日→20日

熱帯夜
3日→47日



学校A 教室１ 07/18（外気温最高38.2℃）
天井の表面温度
白いので40℃以上

最高で42℃に達している

遠赤外線画像
表面温度を色で可視化



天井が無断熱なので
屋根の太陽熱が

そのまま室内に侵入

日射遮蔽がないので
窓への日射が

そのまま室内に侵入

無断熱・無換気の教室は危険な暑さで空気も汚れている！
エアコン電気代の負担も大きくCO2もいっぱい出しています

外気が高温で
窓開けができず

換気不良

エアコンをつけても
室内は涼しくならない！



天井を断熱して
屋根からの日射熱を

防ぐ

内窓や付属物で
窓への日射の
室内侵入を防ぐ

断熱改修で教室を涼しく空気もキレイにできます
エアコン電気代も節約できCO2も減ってすごくお得です

デマンド換気で
換気量を確保し
キレイな空気と
涼しさと
を両立



37

天井・壁に断熱材を敷設



38

グラスウールの
ホットプレート焼き

熱の勝手な出入りを断ち
表と裏に温度差を作り出すのが「断熱」



日射遮蔽なし 外付スクリーン 内付カーテン(黒)内付カーテン（白）

日射遮蔽はガラスの外側が基本！



窓アルミ反射・天井断熱（冷房時）窓カーテン・天井断熱なし（冷房時）

断熱と
日射遮蔽で
健康快適で
省エネに！





文部科学省 学校施設のZEB化の手引き







みなし小売電気事業者

以前

全国十社の
一般電力事業者が

発電・送電・小売りを
独占

関東であれば
必ず東京電力から

買っていた

2016年04月～
家庭用も含めて完全電力自由化

東電以外の電気（新電力）も選べるように

2020年04月～
発電・送電・小売を法的に分離



使った”電力量”
kWh(キロワットアワー)
4人世帯だと月300kWhが目安

契約プラン

内訳



出展：東京電力 燃料費調整のお知らせ

燃料費の変動は「燃料費調整」として毎月の電気代に反映される

電気代 ≒ 単価＋燃料費調整額＋再エネ賦課金
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１世帯電気代（東京電力 太陽光なし351kWh・太陽光あり218kWh）

2021年01月
8,734円/月

太陽光なし
買電351kWh/月

2022年12月
14,913円/月

東京電力資料を基に筆者作成

１年半の間に
6,055円 68%上昇！

東京電力 スタンダードS
１か月の消費電力量351kWh想定



世田谷区のCO2排出量 228万トン 流出するエネルギーコスト 1029億円



世田谷区では家庭（住宅）のエネルギー消費が大きく
動力照明他・給湯・暖房の省エネが最需要！

太陽光の導入ポテンシャルが
ほとんど活かされていない！
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2022年の
化石燃料輸入総額は
過去最高の33.4兆円

輸入総額の28%を占める
最大の赤字項目

化石燃料を輸入するほど外貨が流出して日本は貧しくなる



冬の寒さがヤバイ 夏の暑さがヤバイ 電気代がヤバイ

地球がヤバイ日本がヤバイ地域がヤバイ



寒くて不快不健康 電気代もどんどん高く

ついでに地球にも優しいのが脱炭素ライフ！地球にもよくないのが炭素ライフ

温度も電気代も気にならない



冬は暖かい 夏は涼しい 電気代も安心

地球の未来も安心日本も元気に地域が元気に

真の脱炭素には住宅・建築の改善が不可欠です！



56

家の工事をしなくてもできる手軽な対策

まずは
電気・ガス・水道の
検針票を確認！

長時間使う
冷蔵庫や照明を
省エネ型に買替

節湯は
節水にもなり
コスパ良！

カーテンで
冬の断熱
夏の遮熱

温水便座のヒーター
冬以外はOFF！

給湯器
故障したら
高効率形に

エコロジーな電気に
切り替えもGOOD！



家の新築・改修でできる本格的な対策
熱と空気の勝手な出入りを防ぐ

断熱・気密
少しの電気で室内を健康・快適

高効率設備
自然エネでタダの電気

太陽光発電

健康快適で電気代も安心を実現するには、「３点セット」が不可欠
新築ならキレイにコスパよくできるので絶対に導入しましょう
既存住宅でも性能向上リノベができるのであきらめないで！







熱と空気の勝手な出入りを防ぐ

断熱・気密
少しの電気で室内を健康・快適

高効率設備
自然エネでタダの電気

太陽光発電

オイルショックから５０年 確実に効果が実証されている技術は３つだけ

2010年以降
新機種登場や効率向上が打ち止め

断熱の適合義務化を怠ったツケで
等級４の住宅ストックは１３％

FIT開始直後はバブルになるも
現在は大停滞 アンチが跋扈

いずれも今の日本では絶賛停滞中・・・







内窓設置は工事が必要だからちょっと面倒ね・・・
テレビや新聞でよく紹介しているみたいに

DIYでプチプチを窓に貼ればいいんじゃないの？





DIYでプチプチを貼っても効果は小さい

ガラスの熱損失

18%減
いわゆる
プチプチ



ガラスの熱損失

53%減

DIYでやるならポリカをはめ込むのが効果的

ポリカーボネートの板をはめて
窓と板の間に空気を密閉するのが大事



熱損失

67%減

ちゃんと工事して内窓をつけるのが一番！



採寸半日 設置１日 内窓工事はとっても簡単！



内窓をつけたら
冬暖かく
夏涼しく

静かで最高！







72

電気代を知ることが第一歩
紙検針をやめている人は要注意



73電気代・ガス代はときどきチェックしておきましょう（特にWEB検針票の人は要注意）



74

電力の量 kWh（キロワットアワー） 電気代



75

春 １００００円
↓

夏 １５０００円
↓

秋 １００００円
↓

冬 ２００００円

冷房のせいで
電気代が増えた！

暖房って
電気代すごい！

月々の電気代
１万円くらいなら

まあいいんじゃない？

月１００００円
×

１２か月
↓

１２万円

月々の電気代 どこを減らすのが効果的か？

電気代・ガス代が一番かかっているのは年間で使う用途 家電や照明・給湯の省エネが大事





熱と空気の勝手な出入りを防ぐ

断熱・気密
少しの電気で室内を健康・快適

高効率設備
自然エネでタダの電気

太陽光発電

オイルショックから５０年 確実に効果が実証されている技術は３つだけ

2010年以降
新機種登場や効率向上が打ち止め

断熱の適合義務化を怠ったツケで
等級４の住宅ストックは１３％

FIT開始直後はバブルになるも
現在は大停滞 アンチが跋扈

いずれも今の日本では絶賛停滞中・・・





https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/general/choice/

ただしサイズアップしたら増エネ！

エアコンの効率はあまり向上していない

白熱灯→LED照明は効果絶大！

冷蔵庫は効率が大きく向上している
常に動かす必要があるので重要！





81給湯の省エネは高効率設備＋節湯

ガスなら
潜熱回収型

「エコジョーズ」

電気なら
ヒートポンプ

「エコキュート」

高効率給湯機は省エネの要 節湯は節水にもなりコスパ最強！

新築はもちろん
故障時の入れ替えには
必ず高効率給湯機を！

ヒーター式の
電気温水器は

効率極悪なので
すぐに交換を！





熱と空気の勝手な出入りを防ぐ

断熱・気密
少しの電気で室内を健康・快適

高効率設備
自然エネでタダの電気

太陽光発電

オイルショックから５０年 確実に効果が実証されている技術は３つだけ

2010年以降
新機種登場や効率向上が打ち止め

断熱の適合義務化を怠ったツケで
等級４の住宅ストックは１３％

FIT開始直後はバブルになるも
現在は大停滞 アンチが跋扈

いずれも今の日本では絶賛停滞中・・・
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１世帯電気代（太陽光なし351kWh・太陽光あり218kWh）

2021年01月
8,734円/月

太陽光なし
買電351kWh/月 2022年10月

14,139円/月

太陽光あり

太陽光発電 容量4kW
発電333kWh/月

東京電力 スタンダードS
１か月の消費電力量351kWh想定

東京電力資料を基に筆者作成

2022年10月
5,257円/月

太陽光を載せていると
月々９千円オトク！



系統を利用すれば
高額な託送料金が
一律でかかる

屋根載せ太陽光
自家消費なら
託送料金ゼロ



「太陽光発電はケシカラン」
嫌いな人がやたら多いのは

なぜなのか？



見た目が
好きじゃない

事故が起きそうな
気がする

なんか高そう
損をしちゃいそう

ちゃんと施工すれば
全然大丈夫

デザインの工夫
最近は美観が
よいパネルも

１０年ちょっとで
ペイするように

制度ができている！
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メガソーラーと屋根載せ太陽光
全く別物として考えましょう！



太陽光「2030年に新築戸建６割」の目標に向けた具体的施策は乏しい
まずは「メガソーラー」と「屋根載せ」で全然違うことをしっかり確認

遠隔地の再エネ（オフサイト）
メガソーラー関係では色々とトラブル発生

新規にメガソーラー等を設置できる場所が少ない
発電と需要が離れているために系統に負担がかかる

系統利用の託送コストがかかるため再エネ利用が割高に

屋根載せ太陽光＋自家消費促進は今後の再エネの柱 今すぐできるのが大きな魅力
初期コストは１０年少しでペイするし、住む人が電気代を心配しなくてすむのが最高！

屋根載せ太陽光（オンサイト）
住宅の屋根はまだまだ余っている（太陽光の普及は１割未満）
太陽光の発電をすぐに自家消費でき、系統への負担が少ない

自家消費分は系統託送コストがかからず再エネを安く利用できる
蓄電池やEV・HP給湯機の昼間沸上などの技術革新により

自家消費率のさらなる向上につながり
再エネの普及を後押しできる



エネルギー自立に
太陽光発電は絶対不可欠

発電した電気で
健康快適な暮らしを実現！

太陽光発電は載せた方が絶対いい ホントの理由

系統からの買電単価が
将来値上がりしても安心！

新築時に設置が
安上がりで仕上がりもキレイ！

全ての住宅をゼロエネにするために太陽光発電は必須アイテム！
太陽光設置やZEHの早期適合義務化は国民の生活を守る！

災害時の停電対応
将来の系統不安定化など

レジリエンス強化に
太陽光発電は必須アイテム
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https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/climate/solar_portal/program.files/factsheet.pdf

東京都は2025年からの設置義務化に向けて準備中！



電気代を安くするのに
太陽光ほど強力な方法は他にありません

不正確な情報にまどわされず
安心して載せてください！



自己所有型 リース

設置費用 施主負担 リース業者負担

メンテ費用 施主負担 リース業者負担

売電収入

PPA
Power Purchase Agreement

第三者所有モデル
いわゆる「屋根貸」

所有者≠需要家

PPA業者負担

PPA業者負担

月々のリース代 なし 施主負担 なし

→施主 →施主 → PPA事業者

発電の自家消費 発電全量 発電全量 一部のみ

買電相手 制約なし 制約あり

太陽光発電の載せ方は大きく３つ 初期コストゼロの「ただ載せ」も可能！

所有者＝需要家 所有者≠需要家

初期コストを
負担できるなら
一番オトク！

初期コストを負担したくない
昼間にたくさん電気を使う

人におすすめ！

初期コストを負担したくない
昼間にあまり電気を使わない

人におすすめ！

制約なし～あり



https://www.kenchiku-bosai.or.jp/files/2023/03/esave_eqresist.pdf









再エネメインの電気を契約することで再エネの普及を応援できます！





電力料金はダイナミックに変化する時代に
市場連動型料金プラン

が新しく登場！
従来の電気はいつでも同じ値段

いつでも単価一律 昼・夜別に
単価一定

卸電力取引市場の
取引価格に応じて単価が決まる

電気が余っている時間は安く
電気が足りない時間は高く

オール電化向け
料金プラン

従量電灯Bなど



昼間は太陽光が
大量に発電！

朝・夕は火力発電メイン
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発電する時間帯は割高！

上手に電気を使えば
再エネの電気メインで
電気代を安くできる！



熱と空気の勝手な出入りを防ぐ

断熱・気密
少しの電気で室内を健康・快適
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自然エネでタダの電気

太陽光発電

オイルショックから５０年 確実に効果が実証されている技術は３つだけ

2010年以降
新機種登場や効率向上が打ち止め

断熱の適合義務化を怠ったツケで
等級４の住宅ストックは１３％

FIT開始直後はバブルになるも
現在は大停滞 アンチが跋扈

いずれも今の日本では絶賛停滞中・・・



冬は暖かい 夏は涼しい 電気代も安心

地球の未来も安心日本も元気に地域が元気に

真の脱炭素には住宅・建築の改善が不可欠です！



４つのテーマの読み替え方（人それぞれ違っていてOKです！）

テーマ① 住宅への太陽光発電設備の設置促進
→１度載せてしまえば昼間はタダの電気が使い放題！
→夏に気兼ねなく冷房をガンガン効かせられる！
→停電の時も電気が使える安心感！

テーマ② 再エネ電気への切替え促進
→自分の家の屋根に太陽光がなくても自然の電気が使える満足感！
→賢く電気を使えば電気代が安くなるのが楽しい！

テーマ③ 住宅の省エネ改修促進
→断熱・気密工事は１度やれば冬暖かく夏涼しく年中快適に！
→省エネ設備（特に給湯機）に更新して電気ガス代の心配を減らしたい！

テーマ④ 区民の省エネ行動変容の働きかけ
→ムダのある生活がなんかイヤ ミニマムに暮らしたい！
→効果のある省エネ行動で電気・ガスをガッツリ減らしたい！



省エネバリア(Sorrellによる定義)

情報不足 動機の分断 限定合理性

資金調達力 隠れた費用 リスク
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